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大崎市こだわり農産物マーク
大崎市こだわり農産物は

大崎市の「こころ」です。

自然と共生する農業と
未来への希望を表した
マーク

自然環境や文化を守り
こだわりの食のために
汗を流す大崎の農家。
大崎市の「大」の字の
ようにのびのびと

田んぼ周辺に生息するメダカや雁
自然、地域、農業が共に生きる
ことを目指して

黄金色に実った大崎育ちの稲

環
境
保
全
、
安
全
・
安
心
、

地
域
の
文
化
や
技
術
へ
の
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
、
大
崎
市
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を

「
大
崎
市
こ
だ
わ
り
農
産
物
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

農
産
物
や
、
そ
れ
を
使
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
飲
食

店
な
ど
に
こ
の
マ
ー
ク
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
大
崎
市

の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
、
農
産
物
の
販
売
促
進
、
地
産

地
消
の
推
進
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
自
然
共
生
三
志

米
、Ｊ
Ａ
の
環
境
保
全
米
、
み
や
ぎ
の
環
境
に
や

さ
し
い
農
産
物
認
証
米
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
米
な

ど
が
、「
大
崎
市
こ
だ
わ
り
農
産
物
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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大崎市

仙台市

宮城県

大崎に
大地のチカラ

湧き出しています。

34

鳴子温泉郷蕪栗沼鳴子峡

凛菜・上の家三本木の菜の花岩出山・有備館大崎耕土

大
崎
市
は

お
米
の
聖
地

で
す
。

  
大
崎
市
は
宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置
し
ま
す
。
西
は
奥

羽
山
脈
、
東
は
太
平
洋
が
ほ
ど
近
い
鹿
島
台
と
東
西
に

長
く
、
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環
境
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

平
野
部
は
、
江
合
川
と
鳴
瀬
川
の
豊
か
な
流
れ
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
肥
沃
な
「
大
崎
耕
土
」
で
す
。

  

そ
ん
な
環
境
の
中
で
、
古
川
農
業
試
験
場
の
研
究
に
よ

り
、「
サ
サ
ニ
シ
キ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
よ
う
な
美
味
し

い
米
の
新
品
種
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。

  

ま
さ
に
こ
こ
は
、米
ど
こ
ろ
宮
城
の
メ
ッ
カ
。大
崎
市
は
、

最
高
品
質
の
お
い
し
い
米
が
誕
生
す
る
『
お
米
の
聖
地
』

な
の
で
す
。

  

山
か
ら
平
地
ま
で
変
化
に
富
ん
だ
環
境
を
背
景
に
育
ま

れ
た
多
様
な
生
活
文
化
と
米
作
り
や
畑
作
が
結
び
つ
き
、

こ
だ
わ
り
」
の
農
産
品
が
多
彩
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

  

田
尻
地
域
に
あ
る
蕪
栗
沼
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
、
国
内
で
も
貴
重
な
自
然
環
境
が
残
る
渡

り
鳥
の
楽
園
で
す
。
天
然
記
念
物
の
マ
ガ
ン
な
ど
が
年

間
10
万
羽
を
超
え
て
飛
来
す
る
、
手
つ
か
ず
の
自
然
が

暮
ら
し
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

  

鳴
子
温
泉
地
域
は
９
種
類
の
泉
質
の
温
泉
が
湧
く
、
東

北
を
代
表
す
る
温
泉
郷
で
す
。
大
地
の
パ
ワ
ー
は
、
湯

煙
と
な
り
四
季
折
々
の
豊
か
な
山
の
恵
み
と
な
っ
て
、

人
々
を
元
気
づ
け
て
い
ま
す
。

  

大
崎
の
農
家
は
、
そ
ん
な
大
地
の
チ
カ
ラ
に
感
謝
し
つ

つ
、
土
に
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
崎
の
人
た
ち
は
、

大
地
が
育
て
て
く
れ
た
食
材
を
愛
し
み
な
が
ら
大
切
に

料
理
し
ま
す
。

  『
お
米
の
聖
地
』
大
崎
市
の
宝
物
は
、
魅
力
的
な
食
材

と
地
域
資
源
、
真
心
を
通
し
て
結
ば
れ
た
人
と
人
と
の

絆
で
す
。
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ＪＡ古川
品質・食味とも高い評価を得て
いるササニシキ・ひとめぼれ誕
生の地「ＪＡ古川」。良質米の
産地として、消費者から信頼さ
れる安全・安心な農産物生産に
力を注いでいます。平成 16 年
から独自に生産基準を設定した
「ＪＡ古川米」の生産に取り組
んでいます。化学肥料や農薬の
使用回数、成分量を制限し、土
づくりには完熟堆肥や有機質肥
料を使用し、環境に配慮してい
ます。
管内ではササニシキ・ひとめぼ
れのほか、まなむすめ、トヨニ
シキ、みやこがねもちなどを栽
培しており、生産者は良質米づ
くりに日々励んでいます。
■お問合せ先　
　　ＪＡ古川  営農部米穀課  
　　　　 tel 0229-23-6527

大
崎
市
の

環
境
保
全
米

　大
崎
市
に
広
が
る
豊
穣
な
大
崎
平
野
は
、
奥
羽

山
脈
か
ら
流
れ
る
美
し
い
水
で
潤
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
水
と
土
を
美
し
く
保
ち
、
自
然
豊
か
な
環

境
を
守
る
た
め
に
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量

を
半
分
以
下
に
減
ら
し
、
自
然
と
人
間
の
力
を
あ

わ
せ
て
米
を
作
り
た
い
。
自
然
に
も
、
食
べ
る
人

に
も
、
育
て
る
人
に
も
、
み
ん
な
に
と
っ
て
う
れ

し
い
米
作
り
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
環
境
保
全
米
で
す
。
水
や
土
、
生
き
物
を
守

り
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
お
米
を
確
実
に
収
穫
し
、

安
定
し
た
食
糧
供
給
に
貢
献
す
る
米
作
り
こ
そ
、

「
大
崎
市
の
環
境
保
全
米
」
の
取
り
組
み
で
す
。

JA グループ宮城の勧める「みやぎの環境保全米」とは、『JAS 有機栽培米と農林
水産省が定める「特別栽培農産物に係る表示ガイドライン」に準拠し、各 JAが
示す生産基準（栽培歴）によって栽培された米穀』と定められています。
＜環境保全米の認証：化学合成資材が慣行栽培の５割以下であること＞
●化学窒素成分：3.5kg 以下 /10 アール（慣行栽培：7kg/10 アール）
●化学合成農薬使用成分回数：8回（慣行栽培：17成分）

環境保全米をつくってます！
ＪＡ古川
古川地域

  

佐
々
木
さ
ん
は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
サ

サ
ニ
シ
キ
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て

サ
サ
ニ
シ
キ
栽
培
の
研
究
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
冷
め
て
も
硬

く
な
ら
な
い
，
ふ
ん
わ
り
し
た
触
感

の
サ
サ
ニ
シ
キ
は
自
慢
の
一
品
で
す
。

６
ｈ
ａ
の
う
ち
，
２
ｈ
ａ
が
ひ
と
め

ぼ
れ
の
環
境
保
全
米
、
１
ｈ
ａ
は
サ

サ
ニ
シ
キ
の
提
携
米
を
作
付
け
し
て

環
境
に
も
心
を
配
っ
て
い
ま
す
。

  

地
元
に
い
る
畜
産
農
家
と
連
携
し
て

有
機
農
法
に
挑
戦
し
た
り
、
み
ん
な

で
話
し
合
い
行
動
す
る
中
で
，
米
作

り
や
集
落
の
自
然
豊
か
な
原
風
景
を

次
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
と
、佐
々

木
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

  

奥
さ
ん
の
よ
し
ゑ
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ

な
自
家
用
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

自
家
製
大
根
を
漬
け
た
パ
リ
ッ
と
し

た
触
感
の
た
く
あ
ん
は
大
好
評
で
す
。

佐々木  美紀雄 さん
ＪＡ古川  古川地域

ＪＡ古川米推進部会長とし
て，ササニシキやひとめぼ
れという米の名品を世の中
に出した古川の米作りの伝
統を受け継ぐリーダー。

蛍
の
舞
う
里
を
守
る
た
め

み
ん
な
で
自
然
環
境
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
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ＪＡいわでやま

「ＪＡいわでやま」は、宮城県
の北西部。奥羽山脈の東に連な
る奥羽丘陵の末端部、岩出山か
ら南東にかけて平野がひらけた
県内随一の米どころ「大崎耕土
へと連なる扇状地」の一角に位
置します。「ササニシキ」「ひと
めぼれ」の良質米産地で、立地
条件を生かした種子生産地でも
あります。
また、腎臓病患者の食事療法用
主食としての「春陽」等の健康
食としての利用が期待される新
しい品種の作付けにも取り組ん
でいます。
■お問合せ先　
　　ＪＡいわでやま 
　　経済部購買課  
　　　　 tel 0229-72-0005

ＪＡみどりの

「ＪＡみどりの」は、宮城県の
東部、大崎平野に位置し、稲作
をはじめとして、畜産や園芸作 
物の栽培などが盛んなところで
す。特に、稲作は約 4,000 人
の生産者が約 7,400ｈa の水田 
に作付を行っており、約 50 万
俵（30,000 トン）の米が JA
に集荷されています。 ＪＡでは
新しい米づくりとして、管内に
おいて平成 19 年度から環境に
やさしい米作りをめざし、 農
薬・化学肥料の 5 割削減を標準
とした「環境保全米」への取り
組みを新たにスタートさせまし
た。
■お問合せ先　
　　ＪＡみどりの  
　　営農部米穀課  
　　　　 tel 0229-39-1121

髙泉　剛さん
ＪＡみどりの  田尻地域

小松　庸一さん
ＪＡいわでやま  岩出山地域

  

29
歳
の
と
き
結
婚
を
機
に
本
格
的
に

農
業
を
始
め
た
髙
泉
さ
ん
。
ご
両
親

と
奥
様
の
４
人
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
３
人
の
息
子
さ
ん
の
た
め
に
も
、

消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
手
間
ひ
ま
惜
し
ま

ず
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
控
え
た
、

環
境
に
も
人
に
も
や
さ
し
い
農
作
物

作
り
を
ず
っ
と
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

  

ひ
と
め
ぼ
れ
を
2.4
ｈ
ａ
に
作
付
け
し

育
て
な
が
ら
、
た
ま
ね
ぎ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
。
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
な
ど
多

彩
な
野
菜
の
露
地
栽
培
も
手
が
け
て

い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
ト

マ
ト
の
栽
培
も
始
め
た
ば
か
り
。
髙

泉
さ
ん
の
畑
に
は
、
年
中
色
と
り
ど

り
の
野
菜
た
ち
が
す
く
す
く
と
育
っ

て
い
ま
す
。

  

13
ｈ
ａ
も
の
田
ん
ぼ
に
さ
ま
ざ
ま
な

品
種
の
米
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

作
り
方
が
難
し
い
品
種
の
米
を
、
い

か
に
お
い
し
く
、
環
境
に
負
荷
を
か

け
ず
作
る
か
、
日
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
が
楽
し
い
と
言
う
小
松
さ
ん
。

米
作
り
に
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
い
行
間
を
臨
機
応

変
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
異
常
気
象
や

米
価
の
下
落
な
ど
、
農
業
を
め
ぐ
る

情
勢
は
き
び
し
い
で
す
が
、
本
当
に

い
い
も
の
は
残
る
と
信
じ
て
、
今
日

も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

  

米
作
り
が
終
わ
っ
た
11
月
か
ら
３
月

の
冬
場
は
、
凍
み
豆
腐
を
作
っ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
代
々
凍

み
豆
腐
を
作
り
、
小
松
さ
ん
で
６
代

目
。
伝
統
の
食
材
も
守
っ
て
い
ま
す
。

環境保全米をつくってます！
ＪＡみどりの
田尻地域

環境保全米をつくってます！
ＪＡいわでやま

岩出山地域

ＪＡみどりのの環境保全米
の基準に従って米を作り，
ＪＡみどりの田尻産直米部
会の役員も務めています。

ＪＡいわでやま環境保全米
部会　副部会長。米づくり
青年リーダーとして
地域を引っ張って
きました。

今
年
か
ら

ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
！

岩
出
山
特
産
の

凍
み
豆
腐
！

お
い
し
い
で
す
よ
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農
家
の 

志 

が
育
て
上
げ
た

わ
た
し
た
ち
の“

生
き
る”

を
支
え
る

大
崎
産
の
お
米
で
す
。

910

自然共生三志米
 Osaki Rice Stories大

自
然
の
恵
み
が
創
り
上
げ
た
米

『
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
』生
き
も
の
た
ち
の
力
が
育
む
不
思
議

一

　田
尻
地
域
で
は
、
平
成
15
年
か
ら
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
の
蕪
栗
沼
周
辺
の
水
田
で
、
冬
の

田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
冬
期
湛
水
水
田
農
法
「
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
に
よ
る
米
作
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
農
法
は
江
戸
時
代
の
会
津
で
生

ま
れ
た
古
く
て
新
し
い
、
栽
培
期
間
中
、
農
薬
・

化
学
肥
料
不
使
用
栽
培
技
術
の
米
作
り
で
す
。

　冬
の
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
こ
と
で
、
田
ん
ぼ

は
マ
ガ
ン
や
白
鳥
な
ど
水
鳥
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
、

カ
エ
ル
、
菌
類
な
ど
多
様
な
生
物
の
楽
園
と
な

り
ま
す
。
菌
類
、
メ
ダ
カ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
水
鳥

の
糞
な
ど
が
天
然
の
肥
料
と
な
り
、
イ
ト
ミ
ミ

ズ
が
増
え
ま
す
。
イ
ト
ミ
ミ
ズ
は
田
ん
ぼ
の
泥

の
中
に
い
て
、
排
泄

物
を
積
も
ら
せ
ト
ロ

ト
ロ
層
を
つ
く
り
ま

す
。
こ
の
ト
ロ
ト
ロ

層
が
雑
草
の
種
を
埋

め
た
り
、
水
面
の
水

草
な
ど
の
働
き
で
、

除
草
剤
を
使
わ
な
く

て
も
雑
草
が
生
え
に

く
い
田
ん
ぼ
を
作
る

の
で
す
。
多
様
な
生
物
が
共
生
す
る
た
め
、

害
虫
防
除
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
て
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な

く
て
も
、
大
自
然
の
循
環
が
、
安
全
・
安
心

な
お
い
し
い
米
を
産
み
出
す
の
で
す
。

田
ん
ぼ
の
中
の
大
自
然

ふゆみずたんぼには多種多
様な生きものたちがいる。

滋養豊かな土を作る働きを
するイトミミズがたくさん
土の中にいる。

上

下

R

中山間地から平地まで、
多彩な自然環境が共存する
大崎市。
地域ごとに多彩な農が
営まれています。
ササニシキ、
ひとめぼれ、
ゆきむすびが生まれた
この地で
自然と共生する人々の
志が産み出した
三つのお米の物語を
ご紹介します。
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●ふゆみずたんぼ米のお問い合わせ・ご予約は
伸萠ふゆみずたんぼ生産組合
 宮城県大崎市田尻蕪栗字伸萠西７
 tel 090-2881-6249  fax 0229-39-2688　
 e-mail  onji48@ydd.ne.jp　

生
き
も
の
た
ち
と
共
生
す
る
農

一
粒
の
米
に
大
自
然
が
宿
る

●小売価格
○1kg 　
玄米    560 円　白米   600 円
○2kg　
玄米 1,050 円　白米 1,150 円
○5kg　
玄米 2,600 円　白米 2,800 円
○10kg　
玄米 5,200 円　白米 5,500 円
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トンボや絶滅危惧種のアカガエルもこの
田んぼには住んでいる。

ふゆみずたんぼには多くのマガンや野鳥
たちが飛来する。

　
田
尻
地
域
に
は
、
マ
ガ
ン
な
ど
の
渡
り
鳥
が
越
冬
す
る

蕪
栗
沼
と
い
う
広
さ
１
５
０
ｈ
ａ
ほ
ど
の
沼
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
沼
に
は
日
本
に
飛
来
す
る
ガ
ン
類
の
約
８
割
に

あ
た
る
年
間
10
万
羽
を
超
え
る
渡
り
鳥
が
飛
来
し
、
水
鳥

の
楽
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
」
は

平
成
17
年
11
月
、
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
「
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
沼
だ
け
で
は
な
く
、

水
田
も
渡
り
鳥
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
国
際
的
に

認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
湿
地
名
に
水
田
が
表
記
さ
れ
た
の

は
世
界
初
の
こ
と
で
す
。

　
マ
ガ
ン
や
水
鳥
た
ち
と
の
共
生
を
目
指
し
て
、
沼
の
湿

地
と
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
を
守
ろ
う
と
す
る
志
が
生
み

出
し
た
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
」。
お
米
の
一
粒
一
粒
に
、

大
自
然
が
宿
っ
て
い
る
、
自
然
に
も
身
体
に
も
や
さ
し
い

お
米
で
す
。

＜ラムサール条約＞
「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に
関する条約」のこと。登録できる湿地としては、
湿原・湖沼・河川・干潟・藻場・地下水系などの中で、
生物多様性の高い湿地、水鳥の飛来地として重要
な湿地、希少種の生息する湿地、魚類の生息地と
して重要な湿地など、国際的な基準に合致する湿
地が該当します。
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小
さ
な
魚
を
守
る
情
熱
が
育
ん
だ
米

『
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
郷
の
米
』故
郷
へ
の
愛
が
変
え
た
水
環
境

二

①
農
水
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め
ら
れ
た
環

境
保
全
米
（
農
薬
・
化
学
肥
料
節
減
栽
培
）
で

の
栽
培
。②「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
郷
の

会
」
の
認
証
制
度
で
認
め
ら
れ
た
農
業
用
水
を

使
用
。③
検
査
基
準
は
１
等
米
品
質
。④
玄
米
で

の
販
売
は
，
色
彩
選
別
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

⑤
お
手
元
ま
で
産
地
直
送
・
産
地
販
売
。⑥
水

環
境
を
守
る
　
た
め
池
の
管
理
・
維
持
活
動
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。⑦
地
域
を
守
り
続
け

る
強
い
信
念
。

こ
の
約
束
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
お
米
で
す
。

　
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
大
崎
市
指
定
天
然
記
念

物
の
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
を
守
ろ
う
と
、
鹿
島
台
の

地
区
の
人
々
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
た
め
池

で
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
が
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
外

来
魚
を
駆
除
し
た
り
、
周
囲
の
田
ん
ぼ
で
農
薬

や
化
学
肥
料
を
減
ら
す
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
の

で
す
。
水
環
境
を
守
る
そ
の
活
動
は
多
く
の
人

た
ち
の
共
感
を
呼
び
、
都
会
の
人
た
ち
も
集
ま

り
始
め
ま
し
た
。

　
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
は
水
環
境
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
。
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
が
生
息
す
る
た
め
池
の

水
は
、
良
質
な
米
を
育
む
安
全
な
水
だ
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

　
ま
た
，
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
，「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
郷
の
会
」
が
定
期
的
に

水
源
と
田
ん
ぼ
の
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
を
守
る
取
り
組
み
は
、
安

全
・
安
心
な
ひ
と
め
ぼ
れ
を
産
み
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
農
薬
・
化
学
肥
料
節
減
栽
培

の
「
シ
ナ

イ
モ
ツ
ゴ

郷
の
米
」。

故
郷
の
環

境
を
愛
す

る
志
が
産

ん
だ
米
で

す
。

上

下

13

シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
が
住
む
郷
へ

かしまだいシナイモツゴ郷の米つくり手の会のみなさん。

天然記念物 シナイモツゴ。
ため池に生息している。

ふるさとの魚 シナイモツゴ
を守ろうと、力を合わせて
外来魚を捕獲する。

上

下
手塩にかけたひとめほけれの豊かな実り。

七
つ
の
約
束

●シナイモツゴ郷の米のお問い合わせ・ご予約は
「かしまだいシナイモツゴ郷の米つくり手の会」事務局　
 宮城県大崎市鹿島台木間塚字福芦 464-28
 tel 0229-56-5746　fax 0229-56-5746
 e-mail  h-sugai@mub.biglobe.ne.jp　
 http://satonomai.jp

●小売価格
○5kg　
玄米   2,000 円　白米  2,200 円
○10kg　
玄米   4,000 円　白米  4,400 円
○30kg　
玄米 12,000 円　白米 13,200 円
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山
と
都
会
を
感
動
で
結
ん
だ
米

 

鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
ゆ
き
む
す
び
』
鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
産
み
出
し
た
絶
品

三

　
鳴
子
温
泉
か
ら
さ
ら
に
秋
田
県
境
に
向
か
っ

た
山
間
に
あ
る
鬼
首
地
区
。
寒
冷
な
気
候
で
日

照
時
間
も
短
く
、
長
い
間
、
米
作
り
に
苦
労
し

て
き
ま
し
た
。
ひ
と
め
ぼ
れ
や
サ
サ
ニ
シ
キ
な

ど
宮
城
県
内
の
平
野
部
で
当
た
り
前
に
と
れ
る

米
は
育
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
き
び
し
い
環
境
で
も
お
い
し
い
米
を
作
り
た

い
。
２
０
０
６
年
春
、
そ
ん
な
悲
願
を
胸
に
、

鬼
首
の
三
軒
の
農
家
が
、
山
間
寒
冷
地
に
適
し

た
新
し
い
米
「
東
北
１
８
１
号
」
を
30
ａ
の
田

ん
ぼ
に
作
付
け
し
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
水
の
取
り
入
れ
口
付
近
で
は
、
水

温
が
低
す
ぎ
て
米
が
実
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
に
、こ
の
米
は
見
事
に
実
を
つ
け
た
の
で
す
。

収
穫
後
、
地
域
の
み
ん
な
で
こ
の
米
の
お
い
し

い
食
べ
方
を
研
究
し
ま
し
た
。
こ
の
米
に
合
っ

た
水
加
減
，
地
元
の
伝
統
野
菜
を
使
っ
た
１
０

０
種
類
の
お
む
す
び
づ
く
り
、
地
域
の
職
人
が

作
っ
た
漆
や
桶
、
ア
ケ
ビ
ヅ
ル
の
器
を
使
い
、

美
し
く
盛
り
つ
け
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
み
ん
な

で
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。

　
こ
の
米
に
は
、
厳
し
い
条
件
下
で
も
米
づ
く

り
を
あ
き
ら
め
な
い
農
家
や
鳴
子
温
泉
周
辺
の

田
ん
ぼ
風
景
を
残
し
た
い
と
い
う
旅
館
の
主
人

の
思
い
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
む
す
び
に
す

「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」
か
ら

お
米
が
結
ん
だ
人
と
人
と
の
絆

る
と
お
い
し
い
こ
の
米
を
美
し
く
盛
り
つ
け
る

た
め
、
伝
統
の
技
で
鳴
子
の
漆
・
桶
職
人
や
こ

け
し
工
人
が
新
し
い
器
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
の
心
が
つ
な
が
り
、
鳴
子
の
力
が

集
ま
っ
て
こ
の
米
は
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
新
し
い
挑
戦
の
た
め
に
異
業
種
で
組
織

さ
れ
た
の
が
「
鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

作
る
人
と
食
べ
る
人
が
向
き
合
い
な
が
ら
、
米

づ
く
り
で
地
域
の
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
活
動
し

て
い
ま
す
。
農
家
が
次
の
年
も
米
作
り
を
続
け

ら
れ
る
価
格
を
維
持
し
つ
つ
、
農
と
食
を
考
え

る
場
や
若
い
人
た
ち
の
農
へ
の
関
心
を
高
め
る

実
践
の
場
を
持
っ
た
り
、
米
の
予
約
者
と
の
田

植
え
・
稲
刈
り
交
流
会
や
、
学
生
な
ど
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
稲
を
杭
掛
け
す
る
天
日

干
し
作
業
な
ど
、
都
会
と
の
交
流
の
機
会
も
積

極
的
に
作
っ
て
い
ま
す
。

　
お
米
の
お
い
し
さ
と
，
山
で
懸
命
に
生
き
る

姿
に
，
訪
れ
る
人
々
は
心
打
た
れ
，
励
ま
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
人
々
の
心
と
心
を
あ
た
た
か

く
結
ぶ
こ
の
米
は
「
ゆ
き
む
す
び
」
と
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

一粒一粒の米が、生産者と都会の人たちの心の絆を結びました。



　鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
作
り
手
と
食
べ
手
が
関
わ

り
合
い
、
信
頼
を
育
て
合
い
な
が
ら
、
米
作
り
を
支
え
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　ゆ
き
む
す
び
は
、
ゆ
っ
く
り
と
天
日
干
し
で
乾
燥
さ
せ
た

う
る
ち
米
と
も
ち
米
の
性
質
を
合
わ
せ
持
つ
低
ア
ミ
ロ
ー
ス

米
。
冷
め
て
も
固
く
な
ら
ず
、
お
に
ぎ
り
や
お
弁
当
に
最
適

で
す
。
炊
き
込
み
ご
飯
や
お
は
ぎ
な
ど
、
幅
広
い
食
べ
方
が

楽
し
め
ま
す
。
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ブ
ラ
ン
ド
と
は

信
頼
の
こ
と

米
が
実
る
ま
で
の

時
間
と
手
間
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

米
を
作
る
「
一
生
懸
命
」
を

お
い
し
さ
で
伝
え
た
い
。

そ
れ
が
伝
わ
っ
た
と
き

信
頼
が
生
ま
れ
る
。

信
頼
こ
そ
ブ
ラ
ン
ド
。

大
崎
の
お
米
は

信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
を

目
指
し
ま
す
。
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NPO法人鳴子の米プロジェクト 
 宮城県大崎市鳴子温泉字要害 34 
 tel 0229-84-7367　fax 050-3338-7295
  e-mail  komepro181@yahoo.co.jp
  ※営業時間／平日 午前 9時～午後 4時

●小売価格
○5kg 　
玄米   2,100 円　白米  2,400 円
○10kg　
玄米   4,200 円　白米  4,800 円
○30kg　
玄米 12,600 円　白米 14,300 円

地
域
の
農
を
み
ん
な
で
支
え
合
う

手間のかかる杭掛け
をして、あえて天日
干しにこだわる。

地元のおかあさんた
ちが作るいろいろな
種類のおにぎりは頬
が落ちるおいしさ。
器も地元産。

上

下

●鳴子の米プロジェクト・ゆきむすびのお問い合わせ・ご予約は


